


















保残帯では 5月から 12月までを通して、ヤマブドウ 1種子とアケビ l種子が
回収されたのみだ、ったのに対し、小川試験地ではミズキを中心に比較的多くの種
子が回収された。回収された種子の構成は、カスミザクラ、ミズキ、アオハダ、
ウワミズザクラ、ヨウシュヤマゴボウであった。
また小川試験地では、夏期においては、疑似果実の誘因効果は観察されなかっ
たが、秋期には疑似果実のあるトラップで、疑似果実のないトラップよりも回収
種子が多い結果となり、疑似果実の誘因効果が認められた。
考察と今後の課題
小川試験地と保残帯の回収種子には違いが見られたが、この差が分断化の影響
と言えるかどうかは、それぞれのサイトでの鳥散布種子の分布や果実の結実量の
違い、鳥類相や個体数の違いなどを調査する必要がある。
疑似果実には、夏期には誘因効果が見られなかったが、これは、昆虫などのえ
さ資源が豊富で果実の利用が少ない点や、繁殖期の留鳥や夏鳥はテリトリー内の
餌の配置を、一過性の渡り鳥よりも把握しやすいことも影響しているかもしれな
い。また、当年度は果実の結実量があまり多くなかったため、より多くの結実が
見られる年、または調査地での検討が必要と考えられる。また、疑似果実の量も、
より目立つように多くすることも必要かもしれない。
ハリギリやホオノキなどの、遺伝子解析用マーカーの得られている樹種が回収
されれば、散布距離の算出などの応用が可能であるが、今年は回収されなかった。
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